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編集後記>

2010年は，名古屋で生物多様性条約

第10回締約国会議（COP10）が開催さ

れます。開催国である日本は，温暖効

果ガス排出量の大幅な削減の方針を打

ち出したこともあり，今後の対策が国

内外から注目されているのではないで

しょうか。ランドスケープ業界として

も何らかの貢献や活躍ができればうれ

しい限りです。

さて，今号は「グリーンビジネス最

前線」と題して，緑景観の経済効果や

資産価値についての特集をお届けしま

す。空気と同様の存在であった緑地を

資産とみなして維持管理していくとい

う考え方は興味深く，またそうしなけ

れば残らないという事実には少し寂し

さを感じます。しかし，身の周りにち

ょっとした緑があれば心安らぐことも

あり，質の良い緑がたくさん増えてい

くよう，これからの動きに期待します。

最後になりましたが，今号の作成に

あたりご協力いただきました浅見泰司

氏，平松宏城氏，武林晃司氏，花房啓

氏，若松武史氏，土肥二郎氏，石井ち

はる氏，吉野荘平氏，有賀一郎氏，北

海道・東北・関東・中部・関西・九州

支部広報委員の皆様に，深く感謝を申

し上げます。
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お知らせ

当協会では，クライアント各位の業務

発注支援資料として，毎年，「会員名簿」，

「造園 調査・計画・設計 標準業務報酬

積算ガイドライン」を発行し無償にて配

布させていただいております。

今年度は上記の資料に加え，公園施設

長寿命化計画の策定を含む「都市公園安

全・安心対策に関する調査・計画（公園

施設長寿命化計画と公園再生計画）」の

標準業務仕様書（案）および同標準業務

報酬積算ガイドライン（案）を発行いた

しました。

既に関係各位のもとへ資料の配布を

しておりますが，お手元に届いていない

方がありましたら CLA事務局までお問

合せください。

なお，説明会の開催，講師の派遣にも

ご対応いたします。お気軽にご連絡くだ

さい。

標準業務のフロー図 （標準業務仕様書（案）より抜粋）



企画趣旨
鳩山政権が打ち出した「2020年に，1990年比で温室効

果ガスを25％削減」という新たな方針は，それまでより

も厳しいものとなった，数値目標を達成するためには，

ライフスタイルやインフラ，経済活動など，社会の仕組

みを根本から変えることが必要となる。

COP15が昨年，コペンハーゲンで開催され，温室効果

ガスの大幅削減を目指す気候緩和策とともに，温度上昇

や異常気象が多発する中で気候変動への適応策が討議さ

れた。また，COP10として10月に名古屋で生物多様性条

約第10回会議が開催される。生態系の保全や維持管理な

どに関する様々な議論や取り決めが交わされることにな

っている。

米国ではオバマ大統領の「グリーン・ニューディール」

政策を基点にして，省電力，太陽光エコカー，省エネ住

宅などの開発，中国では大型景気対策で，環境・エネル

ギー関連分野の強化を推進している。

国の公共投資先が従来型の産業基盤整備から環境を基

盤としたインフラ整備に変化してきている。国の重要政

策テーマとして，人口減少，超高齢化，地球温暖化対策，

新エネ，省エネ技術開発，資源循環の促進，自然環境の

維持・保全などであり，「環境」が主役になりつつあり，

公共投資内容の変化でグリーンビジネス創出支援の方向

へシフトしている。大変厳しい経済環境の中で公共事業

は環境産業創出への活路を軌道に乗せなければならない。

今回の特集「グリーンビジネス最前線」は，コンサル

タントの課題である領域拡大をねらった企画でもある。

造園の世界は公園，都市，環境とそのカバーする世界は

あまりにも広く深い，しかし，残念ながらその特性を十

分に活かしきれていないのが現状といわざるを得ない。

近年，緑が不動産市場でも評価されるようになり，周辺

環境が不動産価格に反映されるようになってきた。豊か

な国づくりは環境の視点で国土やインフラ整備に投資し

ていくことが必要で，緑の果す役割はますます大きくな

っている。緑景観の不動産価値を知る手法の研究や街路

樹や公園樹の維持管理の視点からアセットマネージメン

トを試算し，適正な植替え頻度を明らかにした事例等を

取り上げている。

持続可能な経済社会の実現に向けて，産業構造の転換，

環境を軸とした経済発展の引き受け役として期待されて

いる。グリーンビジネスの拡大に貢献することを願って

います。 （広報委員長 細谷 恒夫）
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表紙のphoto story

表紙の図版は「天神セントラルパーク構想」（福岡市）のモデル

プラン。本号の特集：グリーンビジネス最前線の一例として掲載

させていただいた。

この構想は CLA九州支部が手がけているプロジェクトで福

岡市の中心市街地である天神地区に「花と緑の回廊」となる新た

なランドマーク（緑地軸）を形成しようとするもので，その実現

のための手法として立体都市公園制度を活用しようとしている

ことが特徴となっている。

来年度よりパンフレット配布などの PR活動が開始されるが，

今回は一足先にその概要を紹介する機会をいただいた。「天神セ

ントラルパーク構想」の今後の展開に注目いただきたい。詳細は

本誌７～８ページを参照。

2010年１月１日
登録ランドスケープアーキテクト（RLA）資格制度総合管理委員会

社団法人 ランドスケープコンサルタンツ協会

登録ランドスケープアーキテクト（RLA）資格制度実施規程に基づく「登録ランドスケープアーキテクト（RLA）資格認
定試験」（以下「RLA資格認定試験」）を下記のとおり実施します。

１．RLA資格取得までの流れ

※部分受験（再受験）の方については別途事務局より試験案内をさせ

ていただきます

２．試験実施日時

2010年９月12日（日） ９時00分～19時00分

３．試 験 地

東京・大阪の２地区

４．受験手数料

15,750円（税込み）

５．申込受付期間

2010年５月７日（金）～６月14日（月）

６．受験資格

学 歴
ランドスケープアーキテクチュアに関する
必要な業務経験年数

指定学科 指定学科以外

大 学 卒 業 者

卒業後３年以上の
実務経験を有する者

卒業後５年以上の
実務経験を有する者

この年数のうち１年以上の指導的実務経験年数が含まれ
ていること

短期大学卒業者
高等専門学校
（５年制）卒業者

卒業後５年以上の
実務経験を有する者

卒業後７年以上の
実務経験を有する者

この年数のうち１年以上の指導的実務経験年数が含まれ
ていること

高 校 卒 業 者

卒業後10年以上の
実務経験を有する者

卒業後12年以上の
実務経験を有する者

この年数のうち１年以上の指導的実務経験年数が含まれ
ていること

上 記 以 外 の 者
卒業後15年以上の実務経験を有する者

この年数のうち１年以上の指導的実務経験年数が含まれ
ていること

学歴により，以下のいずれかに該当する者。

（注）１ ランドスケープアーキテクチュアに関する業務経験とは，
ランドスケープアーキテクチュア事業の計画・調査・立案・
助言及び設計・監理の業務に従事した業務経験をいいます。

２ ランドスケープ系大学院の課程を修了した場合は，正規課
程の年数を業務経験年数として計上することを認めます。

３ 指定学科とは，造園，緑地，農学，林学，環境，園芸，都
市，地域，土木，建築系等のランドスケープアーキテクチュ
アに関する学科をいいます（詳細は受験の手引をご参照くだ
さい）。

７．試験の一部免除について

技術士を所有する方は，必要な書類を提出することに
より，本資格認定試験の一部免除を受けることができま
す（詳細は受験の手引をご参照ください）。

８．申込方法

申込方法は，左図のとおり①ホームページからの申込
と②郵便による申込の２つの方法があります。
①はホームページ上に掲載される申込フォームに必要

事項を入力し申込んだ後，事務局より返送される申込用
紙に署名，押印した書類を郵便にて提出する方法です。
②は事務局より申込用紙を購入し，必要事項を記入，

署名，押印のうえ，郵便にて提出する方法です。
※インターネットが利用できる環境の方は①をお勧め

いたします

９．「申込用紙」の販売

１部600円で４月１日から下記事務局にて販売します。
申込用紙の郵送をご希望の場合は，事務局までお問合

せください。

試験実施機関 〒102-0082 千代田区一番町9-7 一番町村上ビル２階 TEL03-3237-7371

社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会内

登録ランドスケープアーキテクト（RLA）資格制度総合管理委員会事務局（土，日，祝祭日は休日です）
試験に関する詳細な情報は，ホームページ（http://www.landscape-architect.org/）でご覧になれます

登 録 証 発 行
登録手続き完了から概ね１カ月後

登 録 手 続 き 開 始
11月下旬

合 格 発 表
11月19日(金)

資格認定試験実施
９月12日(日)

受 験 通 知
８月２日(月)発送予定

申請書類等を事務局宛に返送
受験手数料払込
６月28日(月)

送信データを印字した申請書類
を事務局より送付

ホームページの申込フォームに
データ入力，申込

５月７日(金)～６月14日(月)

郵送による受験申込
受験手数料払込

５月７日(金)～６月14日(月)

試験案内のホームページ掲載

４月１日(木)掲載開始

申 込 書 類 請 求
（事務局にて販売）
４月１日(木)販売開始

2010年 登録ランドスケープアーキテクト（RLA）資格認定試験の実施について



■支部活動報告 北海道支部

北海道では，公共投資の減少に伴い受注業務の縮小が顕

著になっています。当支部では将来への危機感を持って対

応すべく，CLA内にとどまらず，広くランドスケープ業界

や市民との連携やネットワークづくりに取り組んできました。

今年実施した主な活動は次のとおりです。

●公園施設長寿命化計画への取り組み

都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業の創設に伴い，

公園施設長寿命化計画の策定が今後の CLAの業務につな

がるものとして，北海道との連携の下に標準歩掛りの原案

作りに取り組みました。８月に北海道から策定要領が示さ

れたことを受けて，10月14日に当支部と北海道による意見

交換会を行いました。

●「ガーデンアイランド北海道」の支援・協力

2003年から当支部が支援・協力してきた，花と緑のネッ

トワークイベントともいえる「ガーデンアイランド北海道

2008」（略称 GIH）が昨年無事スタートを切ることが出来ま

した。北海道の自然，緑，花をテーマに，“美しい庭園の島・

北海道”の実現を目指すこの運動は，今年も，道内各地の

登録会場や十勝や道東の支部の活動を支援する形で継続さ

れています。今年は，12月５日に行われた「ガーデンアイ

ランド北海道ミーティング2009」の開催に協力しました。

ミーティングプログラムは，以下のとおりです。

□記念講演

敷田麻実氏（北海道大学観光学高等研究センター教授）

「花という地域資源を活かす持続可能な地域づくり」

□2009年度 GIH活動報告

□パネルディスカッション

「北海道の花観光の将来を考える」

パネラー

・真鍋健太郎氏（真鍋庭園苗畑代表）

・佐々木博章氏（㈱日本旅行北海道支店課長）

・中村順一氏（㈳北海道観光振興機構企画担当部長）

・かとうけいこ氏（シーニックバイウェイ支援センタ

ー広報部長）

コーディネーター

小林昭裕（NPO法人ガーデンアイランド北海道理

事長）

●「ランドスケープシンポジウム2009」の開催

㈳日本造園学会北海道支部，北海道造園建設業協会との

協働事業として，７月５日に「ランドスケープシンポジウ

ム2009」（大通公園100年 これからの100年～大通逍遥地の

変遷から考える 公園緑地の未来）を開催しました。

第一部，大通公園ウオッチングではたくさんの一般市民

の参加があり，講師の方々の熱心な説明もあって，多くの

方々から好評を頂戴することができました。

第二部でも，小林英嗣先生の基調講演では，札幌都心に

ある大通公園のありようについて示唆に富むお話をいただ

きました。

パネリストの石村さん，石田さん，大塚会長からは，そ

れぞれの経歴や実務を背景に，話題提供をいただき，その

後のパネルディスカッションにおいても，参加者の方々の

意見を端緒に，興味深い論議を行うことができました。

今後の支部活動も，業界団体や市民団体と協力・連携し

ランドスケープにおける新たな可能性を見出していきたい

と思います。
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基調講演：「都市の顔としての大通公園 これからの100年を展望し
て」小林英嗣氏（北海道大学大学院教授）

パネルディスカッション敷田麻実氏の記念講演

話題提供をする大塚会長



東 北 支 部 ■支部活動報告

●（総務・広報）：「天皇陛下御在位20周年記念植樹」

国営みちのく杜の湖畔公園事務所主催の表記行事が実施

されました。

仙台市内は朝から風があり小雨，20kmほど郊外にある

会場付近は小雪が舞うお天気でした。開始時間には止み，

地元幼稚園の子供たちと一緒に記念植樹した。

国営みちのく杜の湖畔公園南地区花畑東側に「ハナチル

ド」（トウカエデの改良種）20本を，東北地方整備局，川崎

町，川崎・富岡両幼稚園園児・保護者，造園・環境緑化産

業振興会（CLA等６団体）各位がご出席されました。

●（技術）：品質管理・技術者倫理研究

品確法・景観法等の制定とともに，CLA活動に対する市

民の関心は大きくなりつつあります。

支部は，まちづくり・合意形成・市民参加・協議会運営・

公園・造成・環境・上下水道・設備・開発許可等，CLAの

成果は多くが「市民」が利用者であることを念頭に計画す

る必要がある。品質についても市民要望の解決にも大きな

責任があると考えます。

こうした視点から市民にも分かり易い表現等技術研究を

重ねている。技術者に対する市民からの信頼・期待等，技

術者倫理研究も課題として現在取り組んでいる。

（支部会員のつぶやき）

平成21年度ＲＬＡ資格試験，初チャレンジ，独り言

１．特徴的な資格試験

RCCM 試験（建設コンサルタンツ協会）との大きな違

いでがあった。試験問題は４セクションあり，２と４は

RCCM 試験と全く異なる。提示された図面とその制約条

件を読み解き，課題解決と計画図作成という極めて実践

的な問題でした。

２．土地利用ダイアグラム作成と敷地計画図の作成

与条件の図面・計画条件から地区再整備方針を読み解

き，基本方針とコンセプトを記述し，その上でダイアグ

ラムや敷地計画図の作成であった。未完成。

３．雨水排水計画・植栽設計・樹林地内「休息の場」整備

詳細の各図面の作成

各地形条件・環境条件等の読み解き，基本方針の記述

と作図である。いずれも時間不足。

４．試験時間

短時間の回答を求めるので大変難しかった。

５．過去問の入手

CLAのHPから入手でき。再チャレンジする。

【東北地方で活躍するCLA会員】（平成21年度）

会 員

・アジア航測株式会社 仙 台 支 店

・株式会社エイト日本技術開発 東 北 支 社

・セントラルコンサルタント株式会社 東 北 支 社

・大日本コンサルタント株式会社 東 北 支 社

・パシフィックコンサルタンツ株式会社 東 北 本 社

・株式会社復建技術コンサルタント 本 社

・株式会社三菱地所設計 東 北 支 店

・株式会社緑設計 本 社

準 会 員

・株式会社みぞい 本 社

賛助会員

・小岩金網株式会社 東 北 支 店

・テック大洋工業株式会社 東北営業所

・太陽工業株式会社 東北営業所

・長谷川体育施設株式会社 東 北 支 店

・株式会社 中村製作所 仙台営業所

（文責：岩渕善弘 CLA東北支部長）
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国営みちのく杜の湖畔公園
記念植樹／南地区花畑東側

平成21年11月３日



■支部活動報告 関 東 支 部

●支部総会の開催

2009年５月，東京都千代田区の弘済会館において支部総

会が開催されました。支部役員から平成20年度事業活動と

収支決算の報告，平成21年度の事業計画案と収支予算案の

説明があり，満場一致で会員の承認を受けました。また，

総会出席者からは支部活動に対するご意見・助言を多数伺

うことができました。今後の支部活動の参考にさせていた

だきたいと存じます。

●ビジョンセミナーの開催

関東支部では，ランドスケープ技術の新しい方向性を探

っていく意をこめて，「CLA関東支部ビジョンセミナー」を

３カ月に１回の頻度で開催しています。

第２回ビジョンセミナ―を2009年４月に CLA賞受賞作

品の現地見学企画で開催しました。2007年 CLA賞受賞作

品である「多摩平団地 森の再生整備設計」設計担当者の

解説により東京都日野市にある現地を見学した後，団地の

集会所で当作品に関わった方々から団地建替事業の全体計

画，多摩平の森の設計，緑のワークショップ開催，それぞ

れの考え方と取り組みについて幅広く語っていただき，参

加者とのディスカッション形式で意見交換を行いました。

第３回ビジョンセミナーは，2009年７月に当協会事務所

において「造園業界若手懇談会」を開催しました。今回は

「Ｕ―39（アンダー39）」と銘打ち，若手を対象のセミナー

としました。６名の造園業界の若手技術者の方に，「造園も

のづくりへの展望」をテーマに様々な立場から日頃の感じ

ていること等について語っていただき，その後に会場の参

加者との意見交換を行いました。

●技術発表会の開催

2009年７月に一造会との共催で「技術発表会」を「校庭

の芝生化最前線」をテーマに行いました。行政担当者，設

計コンサル，施工技術者，NPO，市民，学生を対象に，造

園・緑化について優れた技術を持つ企業・団体から，校庭

の芝生化に役立つ新技術や助成制度の概要を発表いただ

き，子供たちの心身の発達や，環境教育，都市気象の緩和

など芝生化が貢献する情報と技術を学び，意見交換できる

貴重な機会となりました。

●「公園施設長寿命化計画」業務に係るCLA版仕様書・報

酬ガイドライン等に関する説明会・防災公園街区に関す

る説明会

「公園施設長寿命化計画」は，2009年度から国土交通省

公園緑地・景観課により運用が開始された制度です。当協

会では，当該制度の運用に際しての取組みとして，国土交

通省との協議を関連団体との共同で進め，「公園施設長寿命

化計画」業務に係る業務仕様書（案）ならびに業務報酬ガ

イドライン（案）等を取りまとめました。協会で取りまと

めた資料と「公園施設長寿命化計画」業務の概要について

の説明会を2009年８月当協会事務所において行いました。

また，都市再生機構が取り組む防災公園街区整備事業や

公園建設受託業務に関する説明会を併せて行いました。
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中 部 支 部 ■支部活動報告

一般参加など得て鶴舞講演百歳祭講演会，公園施設長寿命

化計画説明会を実施

平成21年８月，中部支部長に玉野総合コンサルタントの

吉田勇次が就任し，同社に支部事務局を置きました。これ

からよろしくお願いします。

中部支部におきましては２つの特別行事を行いました。

●21年10月１日に協会理事会，支部連絡会議が名古屋市内

で開催され，全国の皆さんと中部支部会員が情報交換など

することができました。

今年は名古屋市の鶴舞（つるま）公園が日比谷公園の開

園から６年後の1909年に開園してから100年を迎え，市の百

歳祭記念事業が行われました。中部支部は昨年度からこの

事業に協賛することとし，記念講演会と現地見学会を実施

しました。

講演会では講師に名古屋工業大学の河田克博先生，東京

農業大学の鈴木誠先生からご講演を頂きました。講演会会

場には支部連絡会議に参加いただいた方，支部会員や一般

の方も含め104名の参加を得て盛大に行われました。また見

学会には元名古屋市職員の大矢勇夫さん，牧田善晴さんに

現地の説明をしていただき，雨天にもかかわらず42名の方

に熱心に百年の歴史を見学していただきました。

●11月26日に「都市機構の公園事業」，協会発行の「公園施

設長寿命化計画と公園再生計画」の標準仕様書（案）等の

説明会を行いました。

当初は支部関係者のみが参加する計画でしたが，愛知県

に話をしたところ市町にも聞いてもらってはということに

なり，岐阜県，三重県内の市町の方にも来てもらうことが

できました。関心が高く予定を遙かに超え，会場を一回り

大きくしましたがそれでも入りきらず，市町の方にはそれ

ぞれ１名に絞って頂き，会場容量限界の60名の参加で行い

ました。都市機構からも市町村の人に聞いていただけて良

かったというお礼も頂きました。

22年10月には生物多様性条約締結国会議 COP10が名

古屋で開催されます。これに伴い５月には「都市における

生物多様性とデザイン URBIO2010」，日本造園学会全国

大会が同時に行われる予定です。色々な関連が出そうで忙

しくなりそうですが，皆様にはこれを機会に名古屋へお越

しください。
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鈴木誠先生の講演

庭石組みの和洋折衷の噴水での説明

見学会出発式



■支部活動報告 関 西 支 部

関西支部においても，会員数や各員各社の技術者数の減

少が続いていますが，これにもめげず，“継続は力なり，い

ずれは日の目を見る”との思いで，皆で力を合せて活動を

続けています。

主な活動は以下のとおりです。

●公園施設長寿命化計画に関するセミナー

６月４日と10月６日の２回

行いました。近畿地方整備局

の髙村幸夫調整官をはじめ，

行政の方々，CLA本部狩谷達

之氏を講師に招き，コンサル

関係者ばかりでなく，地方自

治体の担当者の出席も多く，大いに盛り上りました。

●学生設計競技

第９回目に当る今回は，“農

の風景”をテーマに，造園学

会関西支部と共催で行いまし

た。10月24日の造園学会関西

支部大会では，審査員による

パネルディスカッションを開

催し，学会員も多数参加しました。

●グリーンサーカス2009

淀川河川公園で10月17日に開催しました。「第４回淀川ふ

れあい交流（淀川ふれあい交流委員会）」と同時開催となり，

多くの人で賑わいました。

●街角サロン

桂離宮，大河内山荘の見学会（庭園部会），金剛山でのハ

イキングを兼ねた樹木研修会（自然体験部会）等，様々な

見学会，研修会を行いました。

このほか，今年は「韓日造景人親善蹴球大会」にも多く

のメンバーが参加し，韓国の造景人と意見交換，交流を深

めました。こうした活動を４回／年発行の小誌「Landscape
 

Kansai」に掲載し，情報発信するほか，今年はホームペー

ジの改訂にも取り組みました。

九 州 支 部

九州支部では，協会員同士はもとより造園業界団体間の

交流や技術研鑽をより活発にしていくため，「みどり・ま

ち・夢を語る会」及び「九州ランドスケープセミナー」を

開催しました。

●「みどり・まち・夢を語る会」 平成21年６月18日開催

「都心に緑豊かな空間を！」をキャッチフレーズに，平

成19年度に夢を育む事業として立体公園制度を活用したア

イデア募集を行いました。平成20年度には，福岡市天神地

区をモデルに「天神セントラルパーク構想」を作成しまし

た。この「天神セントラルパーク構想」の発表と，ランド

スケープに携わる方々の相互交流を図るため，平成21年６

月に「みどり・まち・夢を語る会」を開催しました。

●「九州ランドスケープセミナー」

行政，造園関連業などに対する協会の PRや協会員の技

術研鑽を目的に，時代に即したタイムリーな話題を取り上

げたセミナーを開催しました。

第１回九州ランドスケープセミナー 平成21年９月３日

開催

『安全・安心まちづくり』をテーマに，「UR都市機構の

公園事業」と「公園施設長寿化計画」について，セミナー

を開催しました。コンサルタント，施設業，建設業，植木

業，行政等，様々な業種よりご参加がありました。

第２回九州ランドスケープセミナー 平成21年12月１日

開催

『鞆の浦の歴史景観とまちづくり』をテーマに，現地で

活動するNPOの方を講師として招き，歴史景観の保全の

考え方や，まちづくりへの活用策についての講演をいただ

きました。

九州支部では「気張らず，休まず」をモットーに，今後

もタイムリーな話題をテーマに取り上げ，セミナーを開催

していこうと考えています。
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第２回九州ランドスケープセミナーの様子

公園施設長寿命化計画セミナー
風景

学生設計競技の展示


